
【資料３】

基本目標１　いきいきと子どもが生まれ育つまち

１　母親並びに乳幼児の健康の確保・増進

シート 計画書ページ 担当課

1-1 P48 保健センター（子育て世代包括支援センター）

1-1 P48 保健センター（子育て世代包括支援センター）

1-1 P48 保健センター（子育て世代包括支援センター）

1-1 P48 保健センター

1-1 P48 保健センター

1-1 P49 保健センター（子育て世代包括支援センター）

1-1 P49 保健センター（子育て世代包括支援センター）

1-1 P49 保健センター

1-1 P49 保健センター

1-1 P49 保健センター

1-1 P49 保健センター

1-1 P49 保健センター

1-1 P50 保健センター

1-1 P50 保健センター

1-1 P50 保健センター

1-1 P50 保健センター

1-1 P50 保健センター

1-1 P50 保健センター

1-1 P51 保健センター

1-1 P51 保健センター

1-1 P51 保健センター

1-1 P51 保健センター

1-1 P51 すこやか子育て課

1-1 P51 すこやか子育て課

1-1 P51 保健センター

２　未就園児とその家庭に対する支援

シート 計画書ページ 担当課

1-2 P52 すこやか子育て課

1-2 P52 すこやか子育て課

1-2 P52 すこやか子育て課

1-2 P52 すこやか子育て課

1-2 P52 すこやか子育て課

基本目標２　にこにこと子どもを育てるまち

１　地域における子育ての支援

シート 計画書ページ 担当課

2-1 P53 すこやか子育て課

2-1 P53 すこやか子育て課

2-1 P53 すこやか子育て課

2-1 P54 すこやか子育て課

2-1 P54 すこやか子育て課

2-1 P54 すこやか子育て課

2-1 P54 教育総務課

2-1 P54 すこやか子育て課

2-1 P54 教育文化振興課

2-1 P55 教育文化振興課

2-1 P55 教育文化振興課

2-1 P55 教育文化振興課

2-1 P55 すこやか子育て課

2-1 P55 すこやか子育て課

2-1 P55 教育総務課

2-1 P55 すこやか子育て課

令和３年度　松伏町子ども・子育て支援事業計画進捗確認シート

歯科健診・歯科保健指導・フッ素塗布事業

具体的施策

母子健康手帳の交付

妊産婦健康相談

乳幼児健康相談

育児相談

母子愛育会による地域活動事業

ハイリスク妊産婦訪問指導

乳児全戸訪問事業

養育支援訪問事業

未熟児養育指導

乳幼児健康診査の充実

乳幼児訪問指導

妊婦一般健康診査

両親学級の継続

親子教室の継続

読み聞かせの実施

事故防止など啓発事業

子育て支援ネットワークの形成

予防接種の実施

両親学級における食育の推進

離乳食教室の継続

栄養相談の継続

幼少期からの食育啓発

食育に関する講座の充実

こども医療費の助成

小児救急医療の充実

具体的施策

保育施設の開放

保育施設における子育て相談

文化のまちづくり事業の支援

利用者支援事業の実施

子育て支援の情報提供

具体的施策

親子サポートグループの支援

ファミリー・サポート・センターの充実

子育て支援拠点事業の充実

様々な保育事業の実施

幼稚園預かり保育の支援

地域活動事業の支援

小学校との連携

放課後児童健全育成事業（学童クラブ）の実施

放課後子ども教室の実施

公民館を利用した講座の継続

図書室のおはなし会の継続

世代間交流の充実

児童館運営の充実

青少年健全育成協議会の運営

生徒指導連絡協議会の開催



【資料３】

２　職業生活と家庭生活の両立の推進

シート 計画書ページ 担当課

2-2 P56 すこやか子育て課

2-2 P56 すこやか子育て課（保健センター）

2-2 P56 企画財政課

３　要保護児童等へのきめ細かな対応

シート 計画書ページ 担当課

2-3 P57 すこやか子育て課

2-3 P57 保健センター

2-3 P57 すこやか子育て課

2-3 P57 企画財政課

2-3 P57 すこやか子育て課

2-3 P57 すこやか子育て課

2-3 P58 保健センター

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 すこやか子育て課

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 いきいき福祉課

2-3 P58 いきいき福祉課

基本目標３　みんなが子どもをつつむまち

１　安全・安心な生活環境の整備

シート 計画書ページ 担当課

3-1 P60 総務課・まちづくり整備課

3-1 P60 新市街地整備課

3-1 P60 新市街地整備課

3-1 P60 総務課

２　子どもの安全の確保

シート 計画書ページ 担当課

3-2 P61 総務課

3-2 P61 総務課

3-2 P61 教育総務課

3-2 P61 総務課

3-2 P61 教育総務課・教育文化振興課

3-2 P61 教育総務課

3-2 P61 教育総務課

女性相談の充実

具体的施策

父親参加の促進

男女共同参画の推進

具体的施策

虐待の早期発見と予防

虐待などに関する相談体制の充実

仕事と子育ての両立の推進

要保護児童対策地域協議会の活用

在宅重度心身障害者手当の支給

ひとり親家庭等医療費助成

母子（父子）寡婦福祉資金貸付制度の周知

健診などによる早期発見・支援

補装具費支給

日常生活用具給付

短期入所事業（ショートステイ）

障がい児保育の支援

広報などによる啓発活動

重度心身障がい者医療費助成

障がい児通所支援の充実

障がい児相談支援の充実

移動支援

日中一時支援

具体的施策

通学路などの道路環境整備

安心して使える公園の確保

ユニバーサルデザインの普及推進

「子ども１１０番の家」の指定・活用

被害に遭った子どものケア

具体的施策

交通安全教室の開催

チャイルドシート等の啓発

防犯ブザーの配布

子どもの防犯教室の充実

パトロール活動の推進



１－１　3ページ

基本目標１　いきいきと子どもが生まれ育つまち

１　母親並びに乳幼児の健康の確保・増進

（１）子どもと母親の健康の確保

基本目標１
１-（１）-①

P48 保健センター（子育て世代包括支援センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-②

P48 保健センター（子育て世代包括支援センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-③

P48 保健センター（子育て世代包括支援センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-④

P48 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況 順調

・乳幼児健診時や母子手帳交付時のほか、新生児訪問などの訪問相談にも対応。
・相談のみでなく、相談内容から支援が必要と思われる方には、継続的に支援している。
・平成３１年４月子育て世代包括支援センター設置。＜令和3年度＞対応妊婦数：121人、対応産婦数：1人

順調

乳幼児健康相談

・乳幼児とその親を対象とした健康相談、電話、乳幼児健診など、状況に応じた保健指導を実施します。

・電話や来所、乳幼児健診などの状況に応じて実施。

順調

母子健康手帳の交付

・妊娠・出産・育児まで一貫した健康状態を記録できる母子健康手帳を交付します。
・継続した支援ができるよう、妊娠届出時にはアンケート及び個別面接を行います。

令和3年度母子手帳発行者数（アンケート個別面接含み）　100名

順調

妊産婦健康相談

・妊産婦の悩みや不安などの相談に対し、面接や電話で対応します。
・母子手帳交付時や訪問時の相談に対応します。

育児相談

・定期的に乳幼児の身体計測、育児相談、栄養相談の機会を設け、相談に対応します

令和3年度 ： 乳児延べ65名、幼児延べ116名　（健診等フォロー45名含む） 　1か月の平均来所者15人
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基本目標１
１-（１）-⑤

P48 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑥

P49 保健センター（子育て世代包括支援センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑦

P49 保健センター（子育て世代包括支援センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

乳児全戸訪問事業

・新生児・乳児の訪問を実施し、育児負担等の軽減や産後うつの早期発見に努めます。
・訪問時には、新生児・乳児の体重測定や産婦の健康状態等を確認し、育児相談等を行います。

・令和３年度：訪問件数１１３名（新生児訪問指導：９９名、里帰り先訪問：１４名）
　※未訪問２名、ただし、その後４か月児健診（２名）で状況把握。
・里帰り先での訪問希望の方には、里帰り先に訪問を依頼した（１名）。
・継続支援が必要な方には、保健師による電話相談や訪問、育児相談への来所の促し、健診での様子確認等を行った（１６名）。

順調

・歯磨き指導（フッ化物塗布)
  令和３年度： １歳８か月児健康診査１２０名（フッ化物塗布：９４名）、３歳４か月児健康診査１４３名（フッ化物塗布：１０６名）
・歯科保健指導
  令和３年度９か月児健康診査で個別指導（１２０名）後、歯ブラシをプレゼントし、健康診査日当日からブラッシングを開始するよう勧めてい
る。

順調

ハイリスク妊産婦訪問指導

・ハイリスク妊産婦への家庭訪問指導を実施し、必要に応じて継続訪問します。
・関係機関と連携を図りながら、ハイリスク妊婦の支援体制の確立に努めます。

・妊娠期からの虐待予防強化事業を実施（医療機関からの連絡令和3年度延べ16件）、３歳まで継続支援している。
・病院、保健所、児童相談所等関係機関と連携しながら、ケース会議を実施。
・解決が難しい困難ケースが増加しており、現体制での対応が難しくなってきている。産後支援等、一層の強化が望まれる。
＜令和3年度＞ケース会議個別支援プラン立案数：妊婦16件、産婦1件

やや遅れている

歯科健診・歯科保健指導・フッ素塗布事業

・乳幼児健康診査時に歯科健診とブラッシング指導など乳幼児期に必要な歯科保健指導を実施します。
・１歳８か月児、３歳４か月健康診査時には、希望者に対しフッ素塗布を実施し、歯ブラシ習慣定着のための普及啓発を実施します。
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基本目標１
１-（１）-⑧

P41
すこやか子育て課

保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑨

P49 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑩

P49 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑪

P49 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・令和3年度訪問実施状況　　　延べ人員　145名
・訪問等しても連絡が取れない家庭もあり、ケースにより関係機関と連携して関わりを持つようにしている。

順調

乳幼児健康診査の充実

・４か月、９か月、１歳８か月、３歳４か月児健康診査時に、発達状況の確認や育児相談等を行います。
・各健康診査の受診率の向上に努めるとともに、未受診児についてフォローします。

・令和3年度乳幼児健診受診率（病院フォロー児含めず）
　４か月児健診95.4％、９か月児健診95.2％、１歳８か月児健診94.4％、３歳４か月児健診95.3％。
・未受診児は、電話や訪問等でフォローしている。

順調

乳幼児訪問指導

・各健康診査の未受診児や、各健康診査において訪問相談が必要とされた家庭について随時訪問します。

養育支援が必要な家庭に対し、保健師等が訪問し指導助言を行っているが、厚生労働省ガイドラインに基づく事業は実施していない。実施
に当たっては、支援の進行管理や当該事業の対象者に対する他の支援との連絡調整を行う中核機関を定めるほか実施要綱の策定が必
要。なお、中核機関は児童虐待対応の担当である子育て支援・児童福祉担当が担う。

遅れている

未熟児養育指導

・リスクをもった未熟児について、関係機関と連携して出生後速やかに訪問し、子どもの健やかな成長や家族を支援します。

・令和3年度実施状況　 訪問）　延べ人員7名　　面接）延べ人員19名　　電話）延べ人員62名

順調

養育支援訪問事業

・育児ストレス、産後うつ病、育児ノイローゼ等の問題によって、子育てに対して不安や孤立感等を抱える家庭や、様々な原因で養育支援が
必要となっている家庭に対して、保健師・助産師等が訪問し、具体的な養育に関する指導助言等を行います。
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基本目標１
１-（１）-⑫

P49 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑬

P50 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑭

P50 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・母親の育児不安やストレス軽減に努め、子どもの発育発達を促すような場・親子遊びを提供した。
・R2年度から親子教室同窓会：前年度に親子教室を卒業した母子を対象に、8月に1回開催予定だったが、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止のため中止。月1～2回、年9回開催（令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、1月～3月の期間で実施）。
・令和3年度参加者数　7組（延31名）参加。

順調

両親学級の継続

・妊婦を対象に、妊娠中の健康管理や歯科保健・食事、出産、子育てについての講話や実技演習を行います。
・先輩ママとの交流会やレクリエーションを実施し、出産や育児への不安の軽減を図ります。
・マタニティブルーと産後うつの資料を配付し、こころの健康について健康教育を実施します。

・母親学級の栄養指導では、食事記録を導入し個々の食事バランスを自身で確認できるようにし、より良い妊娠中の食事について指導した。
　令和３年度　延べ　母９名、父６名、他家族１名参加（４・５月、８月の第３回（平日回）は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止）
※母親学級では家族が参加しにくいため事業名をハローベビー教室として開催。

順調

親子教室の継続

・各健康診査時や各種相談において経過観察が必要とされた親子を対象として、子どもの発育発達を促すような場と親子遊びを提供し、母
親の育児不安やストレスの軽減を図ります。
・親子教室同窓会交流会を開催し、卒業した母子への支援を継続するとともに、卒業生と参加者が交流できる場を提供します。

妊婦一般健康診査

・妊婦健康診査として、超音波、ＨＢｓ抗原検査、ＨＩＶ抗体検査、風疹ウイルス抗体検査等に対する受診を促進します。
・検査にかかる費用の一部を公費負担する助成券を発行します。

・妊婦一般健康診査を促進するため、検査,にかかる費用を公費負担する助成券を発行した。
　令和3年度助成券発行冊数　　１００冊

順調
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基本目標１
１-（１）-⑮

P42 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑯

P50 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑰

P50 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑱

P50 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・新型コロナウイルス感染症拡大のため、事業は中止。
・会員の高齢化と新規会員の確保が課題。

順調

予防接種の実施

・感染症による患者の発生や死亡者の減少を目的として、予防接種法に基づき予防接種を行います。

令和３年度接種率（※ロタは実施数）
ロタ２０７件、ヒブ９５％、小児用肺炎球菌９５％、B型肝炎９５％、四種混合９６％、BCG９０％、水痘８７％、MR１期８７％、日本脳炎１期【特例
対象者含む】７３％、MR２期９４％、日本脳炎２期【特例対象者含む】６０％、二種混合９５％、高齢者肺炎球菌６０％、高齢者インフルエンザ６
０％（６０～６４歳障害３５％） 。

◆子宮頸がん予防ワクチン延べ９２件（平成２５年６月から接種後の副反応等の検討中のため積極的接種勧奨を差し控えている）。

順調

事故防止などの啓発事業

・健康診査時において、子どもの誤飲や不慮の事故防止のための指導を行うほか、パンフレットの配付等により普及啓発を図ります。

・４か月児及び９か月児健診における誤飲チェッカーを使った指導を実施。
・４か月児健診における、愛育会員による事故予防について例年説明・資料配布をしているが、コロナウイルス感染症流行の影響で中止。
・４か月児健診、９か月児健診、１歳８か月児健診において、子どもの不慮の事故防止パンフレットを配布。
・令和３年度：４か月健診１０４名、９か月健診１２０名、１歳８か月児健診１２０名　計３４４名に啓発。

順調

母子愛育会による地域活動事業

・絵本の読み聞かせや季節の行事開催など、子育て経験を生かした子育て支援活動を推進します。

読み聞かせの実施

・乳児期からの母と子どものふれあいを深めるため、健康診査時に、絵本を活用したコミュニケーションの取り方や絵本の使い方について説
明を行いながら、絵本の読み聞かせの必要性を伝えます。

・４か月児健康診査にて愛育会員による読み聞かせを例年実施しているが、コロナウイルス感染症流行の影響で中止。
・９か月児健康診査にて保健師による読み聞かせの必要性を個別指導した。
・９か月児健診、１歳８か月児健診、３歳４か月児健診にて、来所者に絵本紹介のパンフレットを配布。

順調
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（２）「食育」の推進

基本目標１
１-（２）-①

P51 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（２）-②

P50 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（２）-③

P51 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・初期・中後期の講習。隔月で開催（コロナのため参加希望がなく、7月のみ開催）。
・事前アンケート調査を実施し、参加者が知りたいと思っている内容を管理栄養士の講話やデモンストレーションに盛り込んでいる。
・作り方や食べさせ方など離乳食の進め方などを相談できるように努めた。
　令和3年度参加者　1組（延べ1人）

やや遅れている

栄養相談の継続

・定期的に個別の栄養相談の機会を設け、相談に対応します。
・育児相談や各乳児健康診査時に栄養相談を行います。

令和３年度　育児相談件数　１５件、１歳８か月児健診時　１４件、３歳４か月児健診時　１６件
さらに充実させるために、常勤管理栄養士の確保が課題。

順調

両親学級における食育の推進

・妊婦を対象に、妊娠中の食事について、講話や調理実習を行います。
・個々の食事バランスを自身で確認できるよう、栄養指導に食事記録を導入し、より良い妊娠中の食事について助言します。

・栄養指導に食事記録を導入し、個々の食事バランスを自身で確認できるようにし、より良い妊娠中の食事について指導した。新型コロナウ
イルス感染症の影響で参加控えがあったほか、妊娠届け出数が少ないため申し込みは3組だったが、実際の参加者は2組だった。※母親学
級では家族が参加しにくいため事業名をハローベビー教室として開催。

やや遅れている

離乳食教室の継続

・離乳食講話、デモンストレーション、試食を行います。
・乳児健康診査時に食生活改善推進員の協力により離乳食の試食を実施します。また、食材リストや離乳食の進め方について助言します。
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基本目標１
１-（２）-④

P51 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（２）-⑤

P51 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

地域子育て支援センター（２か所）において実施、今後は参加者が増えるよう周知（広報等）に努める。
令和３年度　「食育講座」・・・松伏  １回（７月）５組　北部  １回（２月）４組

やや遅れている

幼少期からの食育啓発

・食生活改善推進員や母子愛育会と連携をとり、町民まつりや季節行事等において、親子を対象に適切な食生活習慣を確立させるための普
及啓発を行います。

令和３年度　親子料理教室中止、クリスマス会中止
実施回数が少ないこと、食育を進めるための専門職（管理栄養士）の確保が課題。

未着手

食育に関する講座の充実

・地域子育て支援センター等で食育をテーマとした親子講座などを行います。
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（３）小児医療の充実

基本目標１
１-（３）-①

P51 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（３）-②

P43 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

順調

小児救急医療の充実

・土曜、日曜、祝祭日、お盆、年末年始を除く、平日の時間外に、輪番制による小児時間外（初期救急）診療及び電話相談を継続するよう支
援します。

令和３年度は２４１日実施し、受診・電話相談あわせて２９９件（２市町）実施した。
１日平均１．２件の受診。

順調

こども医療費の助成

・中学校修了までの子どもを対象に保険診療分の一部負担金の助成を行います。

平成２３年６月診療分から　非課税世帯に限り通院医療費の助成を中学校卒業までに拡大
平成２４年１０月診療分から　非課税世帯に限らず通院医療費の助成を中学校卒業までに拡大（ただし町税に未納がある場合は支給停止す
る場合があり）
実績　令和０１年度　　　９７，１５３，２１２円（５０，１００件）
　　　　令和０２年度　　　６９，１０３，５６４円（３３，８２１件）
　　　　令和０３年度　　　７２，８３４，７１４円（３４，６２１件）
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２　未就園児とその家庭に対する支援

（１）保育施設の開放

基本目標１
２-（１）-①

P52 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
２-（１）-②

P52 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（２）子育て支援のネットワークづくり

基本目標１
２-（２）-①

P52 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
２-（２）-②

P52 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

利用者支援事業の実施

・保護者が、保育所（園）、幼稚園、認定こども園及び一時預かり等の地域子育て支援事業等の中から適切なものを選択して円滑に利用でき
るよう役場の子育て支援担当部署に職員を配置し、情報提供や必要に応じた相談・助言等を行います。

平成２７年４月から子育て支援専門員１名を福祉健康課（現すこやか子育て課）に配置、役場窓口で保育所等入所などの相談にのるほか、
月１～２回程度、保健センター、松伏地域子育て支援センター、北部地域子育て支援センターに出向き、子どもや保護者に対応した。母子保
健連携会議に参加。

順調

順調

保育施設の開放

・地域の未就園児を対象に親子登園を呼びかけ、在園児の保育活動への参加などを通して保護者の子育てを支援します。

町内全ての保育所（園）・認定こども園で定期的に園庭開放等を実施。保護者の子育てを支援している。

順調

保育施設における子育て相談

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園において定期的に子育て育児相談を実施し、在園児だけでなく地域の未就園児の保護者からの相談に
も対応できるよう支援します。

町立保育所：平日１３時～１６時まで保育士等による育児相談を実施
私立保育所：主任保育士を業務に専任させ、保護者や地域住民からの育児相談等に積極的に取り組む施設について委託料を加算
認定こども園：育児相談等の地域の子育て支援活動を行うことが義務付けられている。

順調

子育て支援ネットワークの形成

・子ども・子育て支援の各事業実施者、関係機関との連絡調整などを行い、子どもとその保護者が子ども・子育て支援の各施策を円滑に利
用できるよう支援します。
・子ども・子育て支援施策の円滑な運営を図るため、関係諸機関の連携強化を図ります。

令和３年度
・松伏町子ども・子育て支援審議会による協議をもとに松伏町第２期子ども・子育て支援事業計画を策定。
・母子保健連携会議（保健センター、地域子育て支援センター、学校養護教諭、子育て支援専門員（すこやか子育て課）の情報交換会議）例
年１回開催しているが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和３年度は中止。
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基本目標１
２-（２）-③

P52 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

子育てガイド「松伏子育て情報便」を保健センター、すこやか子育て課共同で作成し、町内各子育て支援施設で子育て中の保護者に配布。
埼玉県作成「イクメンの素」を保健センター、地域子育て支援センターで希望する保護者に配布。

順調

子育て支援の情報提供

・子育て支援の情報を提供するため、子育てガイド「松伏子育て情報便」を作成します。
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基本目標２　にこにこと子どもを育てるまち

１　地域における子育ての支援

（１）地域における子育て支援の充実

基本目標２
１-（１）-①

P53 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（１）-②

P45 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（１）-③

P53 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

子育ての援助を受けたい方（利用会員）の登録数も増え、子育ての支援が充実。提供会員への研修体制を整え会員の増員に努める。
実績　令和３年度　提供会員４２人、利用会員５２２人
令和2年7月から病児・緊急対応サポートとして、緊急サポートセンター埼玉への委託し、緊急サポート事業を開始した。
実績　令和３年度　活動件数８件

順調

子育て支援拠点事業の充実

・乳幼児とその保護者を対象に、情報交換や交流、仲間づくりを行う地域子育て支援拠点事業を松伏町地域子育て支援センター、北部地域
子育て支援センターで実施します。
・子育て支援の拠点として、利用をしやすくするとともに支援内容の充実を図ります。
・親子で参加できる講座等を開催して、子育ての不安解消を図るとともに、親と子どもがともに学びともに育つことを支援します。

利用実績
松伏地域子育て支援センター　　　利用者数　１，２９８組、２，９１０人
北部地域子育て支援センター　 利用者数　　　６３６組、１３９０人
※大川戸地域子育て支援センターは、Ｈ２８．４．１から農村トレーニングセンターに移転した。

順調

・子育ての援助を受けたい方（利用会員）と子育ての援助を行いたい方（提供会員）が会員となり地域での子育てを支援する「ファミリー・サ
ポート・センター」を運営します。
・町のホームページや広報まつぶしなどで情報提供を行います。
・提供会員への研修参加体制を整え、質の向上を図ります。

親子サポートグループの支援

・地域子育て支援センターなどで情報提供を行います。

子どもを安心して生み、育てられる環境を地域ぐるみでつくるため、子育てサークルなどの民間グループについて地域子育て支援センター等
で情報提供。

順調

ファミリー・サポート・センターの充実
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（２）教育・保育事業の充実

基本目標２
１-（２）-①

P54 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-②

P54 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-③

P54 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-④

P54 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

認定こども園の幼稚園部分に通う子どもについて、一時預かり事業（幼稚園型）の委託をし、預かり保育実施にかかる経費の一部を補助して
いる。
一時預かり事業（幼稚園型）実績：延べ4,559人（一時預かり実績報告より）

順調

地域活動事業の支援

・保育所（園）が有する専門的機能を活用した、多様な地域交流を支援します。

町内の施設、「ふれあいセンターかがやき」で実施されている世代間交流において、通園児が通所者との交流をしている。

順調

小学校との連携

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園と小学校との連携・交流を促進し、小学校教育に円滑につながるよう配慮します。

令和3年度実績
①「松伏町保幼少連絡協議会」を１1月に1回、開催した。小学校の授業を町内の保幼小の教職員が参観し、意見交換を行い「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい１０の姿」をもとに共通理解を深めることができた。一方、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、就学前施設における
保育参観については実施することができなかった。
②「保幼小交流会」を開催した。コロナ禍の中、例年通りの各小学校を会場とした交流が難しいことから、オンラインや手紙による交流を所属
の実情に応じて工夫して実施した。
③「令和4年度小学校入学予定児童に係る連絡会」を参集型では行わず、各校でオンラインや電話等で情報交換を行った。町内の小学校に
進学する幼児施設７施設と進学先小学校へ申し送りを行い小学校への円滑な接続を図ることができた。

順調

・幼稚園に通う児童の通常の保育時間が終了した後の預かり保育の実施を支援します。

様々な保育事業の実施

・待機児童ゼロを引き続き継続するとともに、保護者のニーズに合わせて保育の質の向上を目指します。
・延長保育、一時保育の充実を図ります。
・軽度の障がいのある児童の受け入れの拡大に努めます。

延長保育：R2年度実績（18：30～19：30利用実人数）　65人（延長保育等実施状況調査より）
一時預かり：R3年度実績　実人数2人、延べ人数2人（新型コロナウイルス感染拡大防止のため受け入れに制限あり）
障がいのある児童の受け入れ：R3年度　2施設2名（月報より）

やや遅れている

幼稚園預かり保育の支援
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基本目標２
１-（２）-⑤

P54 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-⑥

P54 教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（３）児童の健全育成

基本目標２
１-（３）-①

P55 教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-②

P55 教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

令和３年度定員数　　           ３５５人
令和３年度利用児童数　　　　２７４人（４月１日現在）

順調

文化のまちづくり事業の支援

・「子ども主役のまちづくり」をテーマに、次代の主役である子どもに良い文化を伝え、子どもの育ちを支援する活動を行っている「文化のまち
づくり事業」への支援を継続します。

「文化のまちづくり事業」の一つである「ミニまつぶし」は、平成１９年度から東日本大震災の年以外毎年実施していたが、令和元年度以降は
新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、中止としている。

未着手

放課後子ども教室の実施

・放課後等に全ての子どもを対象に、地域住民や企業ＯＢなど様々な人材の協力を得て、学習支援や多様なプログラムを実施します。

金杉小学校の小１から小６までの児童２５名が登録し、月曜日と木曜日の放課後に教室を開催した。
教室開催日数６０日。参加児童の延べ人数は1,238名であった。
教室では学習活動として宿題を毎回行い、ほかに「彩の国21世紀郷土かるた」や体験活動としてドッジビーを行った。また、地域の指導者に
よるスナッグゴルフ体験、よさこいソーラン踊り、木工教室などを行った。
放課後児童クラブとの一体型の取組も行い、両教室の児童が一緒に活動し、交流を深めた。

順調

公民館を利用した講座の継続

・子どもの学習の場や居場所づくりとして公民館を活用し、子どもや親子を対象とした講座の開催を継続します。

　物作り体験の事業は、物作りの大切さ、道具を使い方を学ぶいい機会となっている。毎月第２･第４土曜日に実施している「作って遊ぼう」、
「切り株でジオラマを作ろう」や「ジュニアクッキング」などは、物作りの楽しさを体験できた。
　令和３年度は、新型コロナウイルスまん延防止等重点措置の実施や中央公民館が新型コロナウイルスワクチン集団接種会場となったこと
から、イベントの中止・延期を余儀なくされた。
　令和３年度は、１３事業３５回４４３人が参加している。

順調

・保護者が仕事等のために昼間家庭にいない小学生に対して、授業の終了後に適切な遊びや生活の場を与え、健全な育成を図ります。

放課後児童健全育成事業（学童クラブ）の実施
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基本目標２
１-（３）-③

P55 教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-④

P55 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-⑤

P55 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-⑥

P55 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

吉川警察署管内学校警察連絡協議会(三郷市、吉川市、松伏町の２市１町の合同）を輪番で年２回開催した。その中で、児童生徒のいじめ
や非行を防止する研修会を行ったり、非行防止に関する標語の募集を行ったりしている。
また、その会の中で、松伏町内６校（小学校、中学校、高等学校）で情報交換も行っている。

順調

児童館運営の充実

　毎月第２･第４土曜日に実施している「おはなしランド」では、読み聞かせのほかに手遊びなども行っている。本の選定は、ボランティアが
行っている。
　また、年に数回、中学生ボランティアが読み聞かせを行っている。
　令和３年度は、新型コロナウイルス流行の影響で開催中止が７回ありましたが、１５回開催し延べ１27人が参加している。

順調

世代間交流の充実

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園及び学校の児童生徒と高齢者等の世代を超えた交流の場を提供します。

町内の施設、「ふれあいセンターかがやき」で実施されているふれあいデイサービスにおいて、園児が通所者との交流をしている。（例年行わ
れている高齢者施設への訪問の一部について今年度は縮小している）

順調

・松伏町児童館ちびっ子らんどにおいて、子ども自身の発見と創造、仲間づくりができるよう、さまざまな行事や教室を開催します。
・遊びのなかに運動の要素を取り入れて親子で体を動かすなど、子どもの年齢に応じた運動事業を実施します。
・世代間交流を行う場を提供します。
・施設等の整備を行い、環境の向上に努めます。

児童館「ちびっこらんど」において、子ども自身の発見と創造、仲間づくりができるよう、さまざまな行事や教室を開催。
・子育て支援事業：すくすくクラス等１２事業、　教室・講座・イベント関係事業：工作教室５０事業等、　サークル・ボランティア活動事業等：ひ
まわりグループ等７団体
・松伏地区（専用施設）と北部地区（農村トレーニングセンター）を開設、２か所において子育て中の保護者の交流の場、相談の場として、親
子講座や親子サロンを実施

順調

生徒指導連絡協議会の開催

・関係機関や団体が連携して生徒指導を推進し、児童･生徒のいじめ、非行を防止するため、協議会を開催し、情報交換を行います。

・サークルの協力を得て、幼児、小学生を対象に絵本、紙芝居の読み聞かせを継続します。

図書室のおはなし会の継続
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基本目標２
１-（３）-⑦

P55 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

青少年健全育成協議会の運営

・青少年健全育成協議会主催による「社会を明るくする町民の集い」を開催するなど、青少年の健全育成を図ります。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

未着手
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２　職業生活と家庭生活の両立の推進

（１）仕事と子育ての両立の推進

基本目標２
２-（１）-①

P56 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
２-（１）-②

P56 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（２）多様な働き方の実現

基本目標２
２-（２）

P56 企画財政課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況 順調

仕事と子育ての両立の推進

・仕事と子育ての両立の推進のため、保育所（園）、認定こども園の延長保育や一時保育の充実、幼稚園における預かり保育の充実に努め
ます。

保育所（園）の延長保育：町内全ての保育所（園）で実施。延長時間は１８：３０～１９：００の３０分。
保育所（園）の一時保育：町内３か所の保育所（園）で実施。令和３年度実績、実利用児童：２人、延利用日数２日（新型コロナウイルス感染
拡大防止のため受け入れに制限あり）
学童クラブ：日曜祝日を除き最長18：30まで開所し、保護者の就労支援に努めた。

やや遅れている

父親参加の促進

・父親の子育てへの参加を促すため、「ハローベビー教室（両親学級）」の一部を土曜日に開催します。

父親が参加しやすくするため、令和３年度より３回目を平日と土曜日に分けて開催。平成29年度からは名称もハローベビー教室に変更し、子
育てに関するビデオ視聴・沐浴実習・マタニティ体験などを行なうとともに父子手帳の配布も行っている。　令和３年度　延べ６名参加。
妊娠届出時に母親学級に受講勧めをする際に、父の参加も促した。参加者を増やすための一層の工夫が必要。

順調

男女共同参画の推進

・松伏町男女共同参画基本計画に基づき、「仕事と生活の調和の実現（ワーク・ライフ・バランス）」に向けた啓発活動に取り組みます。
・女性への暴力をなくす運動などについて、啓発活動を行います。

松伏町男女共同参画基本計画（まつぶしコミュニケーションプラン第５版）に基づき、その成果を検証しながら男女共同参画社会実現に向け
た施策に取り組んだ。
「松伏町男女共同参画情報誌（松伏かがり火通信）№７」を発行し、ジェンダーフリーやJKビジネスついて啓発活動を行った。
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３　支援を必要とする児童等へのきめ細かな対応

（１）児童虐待防止対策の充実

基本目標２
３-（１）-①

P57 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（１）-②

P57 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（１）-③

P57 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（１）-④

P57 企画財政課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・健康相談、健康診査、訪問指導等において把握された虐待が疑われるケースについては、電話や訪問等においてフォローするとともに、定
期的（原則月２回）にケース検討会議を開催し、所内での情報共有と処遇検討を行っている。
・虐待疑いケースの場合は児童担当へ報告し、その他の関係部署との情報交換や支援方法の検討も行っている。
・虐待疑いケースの把握は充分できているが、解決が難しい困難ケースが増加しており、現体制での対応が難しくなっている。

やや遅れている

虐待などに関する相談体制の充実

・町の児童福祉担当窓口や児童相談所が相談を受け付けるほか、子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、専門的な相談対応を行う「子
ども家庭総合支援拠点」の整備に向け準備をします。

町すこやか子育て課で相談に応じ、児童保護の可能性がある場合は児童相談所と共同で対応している。平成30年度に決定された児童虐待
防止体制総合強化プランにおいて令和４年度までに全ての市区町村に「市区町村子ども家庭総合支援拠点」を設置することとされたことを受
け、「松伏町子ども家庭総合支援拠点」を令和４年から運営開始予定。
児童虐待相談件数：平成26年度7件、平成27年度5件、平成28年度21件、平成29年度24件、平成30年度41件、令和元年度43件、令和2年度
59件、令和3年度47件

順調

女性相談の充実

・女性の自立と社会参加を支援するため、子育てをはじめ家庭内の悩み、ＤＶ（夫やパートナーからの暴力）など、様々な相談に対して助言・
支援を行います。

女性相談・育児相談の開設（月曜日第１．３．５：午前９時３０分～１２時３０分、水曜日毎週、土曜日第２．４．５：午後１時～４時）
女性相談件数６３件（内DV相談４２件）

順調

・健康相談、健康診査、訪問指導などを通して児童虐待の早期発見・予防に努めます。
・関係機関との連携を図ります。

要保護児童対策地域協議会の運営

・要保護児童対策地域協議会に専門的な資格を持つ職員を配置し、関係機関と相互に連携をとりながら、児童虐待の再発防止に努めます。
・代表者会議・実務者会議を定期的に開催し、情報共有を図ります。また、必要に応じて個別ケース検討会議を開催し、必要な支援を行いま
す。

要保護児童について随時期でケース会議を開催している。また、実務者会議を年４回、代表者会議を年１回開催し、関係機関と連携しながら
虐待防止に向け取り組んでいる。

順調

虐待の早期発見と予防
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（２）ひとり親家庭の自立支援

基本目標２
３-（２）-①

P57 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（２）-②

P57 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（３）障がい児施策の充実

基本目標２
３-（３）-①

P58 保健センター

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-②

P58 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

事業実施中。
令和３年度実績（障がい者含む）
　購入費　３５件（４，３１１，５８２円）
　修理　 　　８件（３５０，７８３円）

順調

・身体障がい児の失われた身体機能を補って日常生活を容易にするために、補装具費を支給します。

支給状況
平成30年度　　5,859,258円（2,501件）
令和元年度　　6,347,064円（2,483件）
令和２年度　 　6,493,420円（2,411件）
令和３年度　　 7,192,778円（2,703件）

順調

母子（父子）寡婦福祉資金貸付制度の周知

・「母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付制度」などに関する情報提供を行います。

埼玉県の事業です。町では、制度周知及び相談があった際に埼玉県担当者への仲介をしています。

順調

健診などによる早期発見・支援

・乳幼児健康診査などを総合的に判断し、必要に応じて二次健診、発育発達相談などのフォローの場を提供するほか、医療機関などの紹介
やサービスの情報提供等を行い、その後の状況について確認を行います。
・健康診査後にはカンファレンスを開催し、多面的な検討を行います。

・各乳幼児健康診査後に多職種でカンファレンスを行い、事後フォローが必要な児の選定をするとともに、支援方法等を検討している。
・二次健診や発育発達相談でのフォロー、医療機関紹介、関係機関との連携をとるなどの早期支援に努めている。
　　令和３年度　発育発達相談（利用延べ人数）　診察34人、言葉69人、運動16人
・発達の遅れを受け入れられない保護者への支援が課題。　また、療育先の情報が不足していることが課題。

順調

補装具費支給

・１８歳未満の児童等を養育するひとり親家庭などの方を対象に、保険診療分の一部負担金の助成を行います。

ひとり親家庭等医療費助成
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基本目標２
３-（３）-③

P58 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-④

P58 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑤

P58 すこやか子育て課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

障がい児保育の支援

・障がい児を預かる保育所等を支援します。

障がい児を預かり職員を加配私立保育所等については、補助金を交付し支援している。
令和３年度実績３施設、８名。（公立除く）

順調

短期入所事業（ショートステイ）

・在宅で暮らす障がい児を介護していた者が病気などで介護できなくなった場合、障がい児を施設に一時的に入所させ、必要な支援を行い
ます。

事業実施中
令和３年度実績（障がい者含む）
　１５５件　　６，６２１，３９５円

順調

日常生活用具給付

・在宅で暮らす障がい児について、訓練いす、入浴補助用具、移動用リフトなどの日常生活用具を給付または貸与します。

事業実施中
令和３度実績（障がい者含む）
　６７０件（７，７５３，９１４円）　ストマ用装具、紙おむつ、ネブライザー、電気式たん吸引器、視覚障害者用拡大読書器

順調
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基本目標２
３-（３）-⑥

P58 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑦

P58 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑧

P59 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑨

P59 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

障がい児相談支援の充実

・児童発達支援や放課後等デイサービスなどの障がい
児通所支援の利用を希望する人に、サービス利用に関する意向を反映した障害児支援利用計画作成のための支援をします。

事業実施中
令和３年度実績（障がい児相談支援利用者）
　延べ数　８７件　　支給額　１，１８０，７２１円

順調

事業実施中
令和３年度実績（障がい者含む）
　５５２人　　６１，２６７，９５３円

順調

障がい児通所支援の充実

・未就学の障がい児に、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練、その他必要な支援を行いま
す。
・就学している障がい児に、学校の授業終了後や休業日に、生活能力向上のための必要な訓練、社会との交流の促進、その他必要な支援
を行います。
・障がい児が通う保育所等を訪問し、集団生活への適応のための支援を行います。
事業実施中
令和３年度実績（障がい児通所サービス）
　児童発達支援：延べ数　４８８件　　支給額　５４，８９７，９８４円　放課後等デイサービス：延べ数　１，０４８件　　支給額　１０４，７８１，５１４
円
　保育所等訪問支援：延べ数　１５件　　支給額　１，８９３，３２７円

順調

・重度の心身障がい児が受診した医療費の一部負担金の助成を行います。

在宅重度心身障害者手当の支給

・在宅の重度心身障がい児で、障害児福祉手当などを受給していない方に手当を支給します。

事業実施中
令和３年度実績（障がい者含む）
　受給者延べ人数　２，６５０人　　支給額　１３，２５０，０００円

順調

重度心身障がい者医療費助成
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基本目標２
３-（３）-⑩

P59 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑪

P59 いきいき福祉課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

令和３年度実績
　実利用人数　５人　　述べ利用日数　２６日

順調

移動支援

・障がい児の社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動等、社会に参加するために外出する際の移動を支援します。

令和３年度実績（障がい者含む）
　実利用者数　２０人（延べ１２０件）　　年間延べ利用時間　１，４４３時間

順調

日中一時支援

・障がい児の日中における活動の場を提供することにより、家族の就労、休息時間の確保を支援します。
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基本目標３　みんなが子どもをつつむまち

１　安全・安心な生活環境の整備

（１）安全・安心な社会基盤の整備

基本目標３
１-（１）-①

P60
総務課

まちづくり整備課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
１-（１）-②

P60 新市街地整備課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（２）安全・安心なまちづくりの推進

基本目標３
１-（２）-①

P60 新市街地整備課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
１-（２）-②

P52 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

広報などによる啓発活動

・防犯意識の高揚を図るため、町のホームページ、広報まつぶしなどで防犯情報の提供を行います。
・犯罪の被害防止のため、警察と協力して防犯教室などを行います。

防犯意識の高揚を図るため、町のホームページや広報まつぶしなどで防犯対策の情報提供の実施
特殊詐欺等の被害発生時には、マップーメール、ツイッター等により被害防止を啓発

順調

　【実績】
　・年１回の遊具点検をはじめ、定期的な公園パトロールを実施し、安全で衛生的な公園管理を行っている。
  ・経年劣化や安全基準等により使用禁止措置をしていた複合遊具等の撤去を実施した。
　・公園の清掃等の作業については、一部地元の町民が担っているほか、必要に応じて町で実施している。
　【課題】
　・雑草繁茂期の適時処理、大きく成長した樹木の剪定
　・既存の遊具を更新するだけではなく、公園の利用状況及び周辺環境を考慮し、公園の再編成について検討する必要がある。

やや遅れている

ユニバーサルデザインの普及推進

・埼玉県福祉のまちづくり条例に基づき、公共施設などへのユニバーサルデザインの導入を推進します。

　【実績】
・園内の注意喚起看板について、文字を減らし、イラストを用いて、誰にでも分かりやすい看板を製作した。
　【課題】
・今後大幅な予算増加が望めない中で今後の整備進捗に影響がある。

順調

・町民との協働により、遊具の安全性や公園の衛生状態を点検しながら修繕や清掃などの管理を進め、安全で衛生的な公園を確保します。
・公園照明灯の修繕や適正な樹木剪定を行い、公園の防犯性の維持や向上に努めます。

通学路などの道路環境整備

・安全・安心な道路環境を構築するため、道路の歩行者空間の確保を図ります。
・街路灯、道路標識、誘導ブロック、ガードレール、カーブミラーなどの交通安全施設を整備します。
・通学路の安全確保のため、適宜点検を実施し、必要に応じて改修・整備します。

・通学路の安全確保のため、交差点に車止めの支柱を設置した（令和２年度完了、県道14か所、町道5箇所）。
・大川戸地区（町道３号線）の通学路整備のため、歩道整備（道路拡幅）工事を実施中。１工区は令和３年度に整備完了。２工区は用地買収
や電柱移設の遅れなどにより一時中断したが、令和４年度に発注した３工区と合わせて令和４年度中に事業完了の見込みである。
・松伏第二歩道橋を老朽化のため通行止めとし、撤去することとした。そのため、代替の通学路の安全対策（カーブミラー設置、路面標示、
バス停の移動）を実施した。今後は、歩道橋撤去後の交差点改良と信号機の設置が目標。

順調

安心して使える公園の確保
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２　子どもの安全の確保

（１）子どもの交通安全を確保するための活動

基本目標３
２-（１）-①

P61 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
２-（１）-②

P60 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（２）子どもを犯罪などの被害から守るための活動

基本目標３
２-（２）-①

P61 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
２-（２）-②

P61 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

担当課窓口にて、啓発品の配布。
町ホームページによる啓発。

順調

防犯ブザーの配布

・毎年、小学校就学児童に防犯ブザーを配布し、使用方法を指導します。

埼玉県トラック協会からの寄贈を受け、防犯ブザーを各学校の新１年生に配布をしている。
また、防犯ブザーを配布するときには使い方の指導等を行っている。

順調

子どもの防犯教室の充実

・警察など関係機関と協力して、不審者に遭った場合の避難訓練などの充実を図ります。
・教育委員会やすこやか子育て課等と協力し、子どもの防犯対策を推進します。

学童クラブ、小学校において防犯教室を行ってる。
・学童クラブ…０回
・小学校…３回

順調

・チャイルドシートの正しい着用についての啓発に努めます。

交通安全教室の開催

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、公民館などで行う交通安全教室について、警察など関係機関と連携し、継続的に実
施します。

各施設からの要望により適宜開催している。また、各施設に対しても、繰り返し交通安全教育の実施を依頼している。
・幼児…０回
・小・中学生…６回

順調

チャイルドシート等の啓発
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基本目標３
２-（２）-③

P61
教育総務課

教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
２-（２）-④

P61 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（３）被害に遭った子どもの保護

基本目標３
２-（３）-①

P61 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

被害に遭った子どものケア

・適応指導教室に教育相談員を配置し、子どもや保護者を対象に電話等による相談を継続します。

適応指導教室に教育相談員と県のスクールソーシャルワーカーを配置している。
お子様に関する悩みや問題を一緒に考え、相談内容に応じて、カウンセリングや指導助言をしている。
また、中学校にさわやか相談室を設置し、相談員を配置し、適応指導教室や他機関とも連携しながら子供たちを支援している。
松伏町の小学校・中学校に通う子どもたちが、元気に楽しく、安心して生活できるよう、さまざまな悩みを相談できる場所となっている。

順調

通学路において、交通指導員、登校ボランティアとともに登下校の見守りを実施している。

順調

「子ども１１０番の家」の指定・活用

・痴漢、通り魔などの不審者による児童・生徒の被害を防ぐため、緊急避難場所として、町内各校で「子ども１１０番の家」を指定・活用しま
す。

令和４年４月１日現在、松伏小９８、金杉小６３、第二小５２、計２１３の個人宅や事業所に子ども１１０番の家を依頼し指定している。
教育委員会では、子ども１１０番の家の看板を平成２８年度に作成し、必要に応じて学校に配布をしている。

順調

・教職員やＰＴＡが中心となって、通学路などのパトロールを継続します。

パトロール活動の推進


